
　文部科学省が設置した「大学におけ
る教育情報の活用支援と公表の促進に
関する協力者会議」は 2011年 8月に
発表した「中間まとめ」で、「データ
ベースを用いた教育情報の活用・公表
のための共通的な仕組みの構築」を提
言した。それを受けて、「大学ポート
レート準備委員会（以下、準備委員
会）」を発足し、検討を重ね、2012年
11月に大学ポートレートの概要が固
まった。学校教育法施行規則の一部改
定により、2011年 4月から基本的な
教育情報の公表が具体的に義務付けら
れたが、大学により公表方法はさまざ
まであり、簡単に確認できない状況に
とどまっていることが背景にある。大
学ポートレートへの参加は任意だが、
実際にはほとんどの大学が参加するも
のとみられている。
　大学ポートレートの目的は２つあ
る。第一の目的は教育情報の「公表」
であり、各大学の教育内容をステーク
ホルダーに正確に伝えることを意図し
ている。準備委員会では、とりわけ
「大学進学者とその保護者など学費負
担者」にわかりやすいものとすること
を確認。公表する項目は、義務化され
た9項目に対応する情報、認証評価な
どの外部評価結果の他、進学者とその
保護者にとって関心の高い情報、教育

研究上の特色などが盛り込まれる。
　第二の目的は、教育の質向上に向け
た教育情報の分析を促すという教育情
報の「活用」であり、マスコミなどの
さまざまな調査に逐次対応している大
学側の負担を軽減する方策なども含
め、準備委員会が引き続き検討を行う。

　大学ポートレートの構築と運用は、
極力、大学に負担をかけない方向で検
討された。その結果、国公立大学につ
いては、大学評価・学位授与機構と大
学入試センターの統合によって2014
年度をめざして設立予定の新法人が、
大学ポートレートに必要な情報を収集
し、新たに構築するデータベースで情
報を管理する。一方、私立大学につい
ては、日本私立学校振興・共済事業団
が実施し、データベース化している学
校法人基礎調査の充実を図り、その一
部項目を大学ポートレートで参照でき
るようにする。利用者は、国公私立の
別を意識せず「大学ポートレート」
ウェブサイトで情報を閲覧できる。
　大学ポートレートの本格稼働は
2014年度からだが、これに先立つ取
り組みとして、2012年度中に国公立
大学の学校基本調査のデータが大学評
価・学位授与機構のウェブサイトで公
表される予定だ。大学別、学部・学科

別の情報を、表計算ソフトの一覧形
式に近い形で提供すると見られる。本
格稼働後は、新法人が設置する「大学
ポートレートセンター」が運営。設置
者別の関係団体などが運営委員会をつ
くり、大学コミュニティーによる自律
的な運営をめざす。

　2014年度の本格稼働で公表される
のは、「大学単位」の情報と、学部や
研究科などの「組織単位」の情報。大
学単位では名称や所在地、総学生数、
総教員数などの基本情報、組織単位で
は3つのポリシーをはじめ、教育課程
の概要、入試、学費、進路状況などが
公表される（資料1）。
　一部、任意公表の項目もある。入試
方式別の入学者数や年次別の学生数、
卒業・修了後の進路の詳細などは、任
意項目となっている。準備委員会で
は、中退率や卒業率を入れるべきとの
意見も出たが、最終的には見送られ
た。「数値のみが一人歩きすることが
懸念される」との理由からだという。
　入学者数や就職者数などの数値情報
に関しては、各大学の判断で数値の補
足説明ができる欄が設けられる。数値
は一次データのみで、教員一人当たり
の学生数、卒業者に対する就職者の割
合など、加工されたデータは提供され
ない。また、一部の数値情報はグラフ
でも表示される（資料 2）。項目に
よっては各大学や各組織のウェブサイ
トにリンクが張られ、より詳しい情報
にアクセスできる。

　検索機能については、共通の簡易検
索と国公私別の詳細検索を設ける予定
で、簡易検索では、大学名、学部・研
究科名、学科・専攻名、所在地、学問
分野、設置形態による検索ができる。
詳細検索については、現在国公私別に
項目が検討されている。
　画面は、大学や組織ごとの情報が1
画面ずつ表示される形式になる予定
だ。したがって複数の大学を並べて比
較することはできず、比較するには画
面を一つひとつ開いたり、プリントア
ウトしたりする必要がある。「画一的
なランキング」への配慮だという。
　大学ポートレートの項目や機能は、
本格稼働後も利用者の声をふまえて継
続的に改良が加えられる予定だ。今後

の検討課題としては、第二の目的であ
る大学における教育情報の「活用」、
海外に向けた多言語での公表、運営体
制のあり方や、各大学向けガイドライ
ンの作成などが挙がっている。

　一部の項目の公表が任意であること
や、大学間の比較が容易にできないこ
となどに関しては、準備委員会でも異
論が挙がっている。筑波大学大学研究
センターの金子元久教授は「読み方や
使い方が非常に制限されているという
印象だ。高校生や保護者は複数の大学
を比較するだろうし、大学も競合校の

分析に使うだろう。そ
のための大学ポート
レートなのに、これで
使い物になるのか」と、
疑問を投げかける。
　浅田尚紀広島市立
大学学長は「公表は
『質の保証』が目的

で、活用は『質の向上』が第一の目的
と考えている。改革のために大学が使
う情報としては、この項目では不十分
で、進学者のためのデータベースとし
ても内容が貧弱。正確なデータに基づ
く多面的な評価・分析が、実は単純な
ランキングを排除するのではないか。
任意参加であれば公表範囲を制限する
理由はない」と述べる。
　一方、私立大学の委員からは、「国
立と私立では学生一人当たりの国の財
政支援が10倍以上も開きがある中で、
教育環境に関わるデータを一律に提示
することには疑問を覚える。背景を知
らない利用者には、単純な優劣として
映る恐れがある」との声も。
　内容について実質的な議論を行った
準備委員会ワーキンググループの主査
を務める東京大学大学総合教育研究セ
ンターの小林雅之教授は「入試方式別
の入学者数や中退率などの項目につい
ては、今後も検討の余地があるのは確
か。だが、項目の検討に時間を費やす
より、まずは合意できる範囲で素早い
公表を実現することが重要」と話す。
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国公私立大学・短大の教育情報を一元的に集約し、フォーマットを統一して
ウェブ上で公表するデータベース「大学ポートレート（仮称）」が、2014年度
から本格稼働する。準備委員会での議論を含め、大学ポートレートの概要と
今後の方向性について紹介する。

大学ポートレートが動き出す

公表と活用を目的とする
大学ポートレート

国公立大学の簡易版が
2012年度内に先行実施

数値の一人歩きや
ランキングの回避に配慮

より踏み込んだ公表を
求める委員も

レポート 特 集 納得できる大学選びを支援する大学ポートレートとは

資料1 2014年度公表項目

大学単位で公表する情報

学部・研究科等の組織単位で公表する情報
【教育研究上の目的と3つの方針】
【学部・研究科等の特色等】
【教育課程】学科・専攻等の名称、修業年限、取得可能な学位、教育課程
の特色等（履修モデル・カリキュラムマップ等）、授業科目、授業の方法・内
容、年間の授業計画、学生が修得すべき知識及び能力に関する情報、学
修の成果に係る評価の基準、卒業・修了認定の基準、取得可能な主な資
格、転学部・編入学等の可否、費用負担
【入試】入学者数、入学者の構成（男女別、出身高校所在地別、入試方法
別）、実施している入試方法、入試特別措置
【教員】教員組織、教員数、教員の構成（職位別、男女別、外国人教員別、
年齢別）、教員が有する学位・業績
【学生】収容定員、学生数、学生の構成（年次別、男女別、外国人学生数）、
その他の学生数（研究生、科目等履修生、専攻科の学生数など）、編入学
定員、編入学者数
【キャンパス】所在地、アクセス、校地・校舎等の施設及び設備その他の
学生の教育環境、学生寮の整備状況
【費用及び経済的支援】授業料、入学料、その他の徴収費用、学納金の延
納・分納の可否、休学及び復学に係る費用、費用に関する説明、奨学金
（金額、受給資格、支給枠）、授業料減免
【進路】卒業者・修了者数、卒業・修了者の構成（職業分類・男女別、産業分
類・男女別、就職地域別）、進学者・就職者数、卒業・修了後の進路

【大学の基本情報】大学名、大学の連絡先（代表番号、メールアドレス
など）、大学の種類、本部所在地、設立年（設置認可年）、総学生数（学部、
大学院）、総教員数（本務者）
【大学の教育研究上の目的等】大学の教育研究上の目的や建学の精神
【大学の特色等】
【教育研究上の基本組織】学部・研究科の名称、その他の学内組織の
名称
【キャンパス】キャンパスの概要（アクセス、地図、写真等）
【評価結果】認証評価及びその他の評価の結果
【学生支援】修学支援、心身の健康に係る支援、留学生支援、障がい
者支援、就職・進路選択支援
【課外活動】クラブ活動の状況、ボランティア活動の状況

※赤字は任意公表の項目
※大学ポートレート（仮称）準備委員会資料を基に進研アドが作成

資料2 2014年度公表イメージ

  2010 2011 2012 
  入学者数 入学者数 入学者数
 一般 82人 76人 75人 2011より地域医療枠へ（5名減）

 AO 0 人 0 人 0人 －

 推薦 5 人 15人 15人 2011より地域医療枠（10名増）

 帰国子女 0 人 1 人 1人 －

 社会人 0 人 0 人 0人 －

 附属校 0 人 0 人 0人 －

 編入学 11人 15人 16人 2011より地域医療枠（5名増）

 その他※ 0 人 0 人 0人 －

 留学生 2 人 3 人 2人 －

数値の説明（増減理由等）

任意項目 入学者の構成（入試方法別）

0人

15人

1人
0人

0人
16人

0人 ２人

2012入学者数

一般
AO
推薦
帰国子女
社会人
附属校
編入学
その他※
留学生

75人

必須項目

  2010 2011 2012 数値の説明（増減理由等）
  100人 110人 109人 2011年 10名定員増（地域医療特別枠）

入学者数

 ○ 一般

  AO

 ○ 推薦

  帰国子女

  社会人

  附属校

 ○ 編入学

  その他

 ○ 留学生

実施している入試方法

入学特別措置
 ○ ・1.5 倍または1.3倍の時間延長

 ○ ・点字での受験、文字サイズ1.4倍

 ○ ・回答方式（チェック解答、文字解答、

 ○ ・意思伝達装置やパソコンを使用した意思表出

 ○ ・手話通訳者、介助者の配置

 ○ ・リスニングの免除、またはリスニング

 ○ ・試験室の場所（トイレやエレベータとの

 ○ ・杖や補聴器、車いす、特製机の使用など

その他の特別措置 肢体不自由の場合、駐車
どを実施している。

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
1）　医学に強い興味を持ち、探求心が旺盛な学生
2）　基礎学力を身に付けている学生
3）　協調性があり、問題解決において指導力を発揮できる学生
4）　国際的に活躍する意欲を持った学生

大学HPへ
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